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Ｑ１　×　
　　　
　　　家計収支表を提出する趣旨としては、上記目的はあるものの、光熱水費に関する領収書等を提出するのは、引き落とし口座に漏れがないかをチェックするためである。

Ｑ２　×
　　　
　　　同時廃止の財産目録に家族名義分の保険を記載しなければならない理由としては、家計収支表の保険料の支払い額との整合性（保険の漏れがないか）をチェックするためでもある。家計収支は、申立人本人だけではなく、家族の収支を記載する必要があるため、配偶者の収入で支払われている配偶者名義の保険も財産目録に記載しなければ、保険目録の保険料支払い額と家計収支上の保険料支払い額が一致せず、保険や保険料引落用口座が漏れている可能性があると判断されるため、家計収支上に記載した保険料の支払に対応する保険は、申立人が保険料を負担していなくても、財産目録上は記載する必要がある。

Ｑ３　〇

　　　未分割の遺産の有無を確認するために必要。特に片親が他界しているケースだと、遺産分割未了の不動産が発見される場合があるため、要注意。ちなみに、現在又は申立前２年以内に配偶者が不動産を所有している場合も同様。標準資料一覧表の８番「確認事項」を参照。
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